

















































































































































大阪市立大学看護学雑誌 第 4巻 (2(氾8.3)
～5月の間で､大阪府内の病院で食道切除術を受け､1 容を一部抜粋 したものです｡質問内容は ｢手術療法など
年以上経過した食道がんの患者さん80名に面接調査を行 を受け今の状態にまでなった最もおおきな力は何でした
いました (吉村 ら,2005,白田ら,2006)｡その時の内 か ?｣です｡
年齢 経過年数 内 容
男性 75歳 9年 ｢子どものために生きている｣
女性 64歳 3年 ｢孫のために生きたい｣
男性 63歳 7年 ｢パートナーの存在があるからここまでこれた｣
女性 67歳 4年 ｢主人を中心とした家族のサポートがあつたから､また先生方の思いやりがあつたから｣
女性 80歳 2年 ｢家族 (息子は毎日きてくれた)がいたから｣
女性 71歳 1年 ｢家族の力 (毎日きてくれた)｣
男性 76歳 5年 ｢あえていえば家内が一番､それと子どもかな｣
年齢 経過年数 内 容
女性 53歳 4年 ｢手術後は大変であったがつらいとは思わなかった｣｢こんなものだろう､くよくよして
もしかたがないと思った｣
男性 67歳 10年 ｢考えてもしようがない､長い人生のなかで逃げかたを身につけた｣｢真正面からうけと
めるのはつらいが-｣
男性 67歳 2年 ｢楽天的な性格だから｣
男性 62歳 4年 ｢深く考えないこと｣｢自然体に任せる｣
女性 70歳 2年 ｢あるがままに生きる｣
男性 77歳 2年 ｢すべてあるがままに受容した｣
男性 64歳 2年 ｢なるようになるかなあー｣｢しょうがないなあ-｣
年齢 経過年数 内 容
男性 64歳 2年 ｢くよくよしてもはじまらない｣
女性 78歳 2年 ｢気持ちの持ち方が一番｣
男性 76歳 5年 ｢気力 (自分で負けたらいかんと思う気持ち)｣
男性 74歳 4年 ｢辛抱すること｣
男性 77歳 2年 ｢病気にまけない｣
男性 61歳 2年 ｢苦いから後10年はいけると思う｣
男性 70歳 2年 ｢自分に気力があった｣
-43-
年齢 経過年数 内 容
男性 68歳 3年 ｢仕事 (自営業)があつたから立ち上がれたo｣｢ず-と店の仕事をしていてその仕事ができてよかつた｣｢お店のことで責任､役割が回復への意欲にもつながり､生きがいで
ある｣
男性 63歳 5年 ｢仕事 (鉄工業経営)のことが気にかかったo｣｢仕事に対する責任の重さが回復への意
欲にもつながった｣
年齢 経過年数 内 容
男性 75歳 6年 ｢がんが初期であったからという思いがあったoしかし再発が気になる｣
男性 70歳 2年 ｢悪いものはとる｣｢早期発見だったのでうまくいった｣
男性 71歳 3年 ｢健康管理は十分にしてきたoだから健診でみつかった｣｢早期発見であったと思うこと
で乗り越えてきた｣
年齢 経過年数 内 容
女性 68歳 2年 ｢好きなようにしている｣｢1人暮らしで好きな者だけ食べて､運動不足にならないよう
に散歩している｣
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